






エクアドル共和国ワキージャス・アレニージャス両市上水道整備計画 

基本設計調査の議事録 

(基本計画案説明調査団) 

 

 

2004年 11月独立行政法人国際協力機構（JICA）は「ワキージャス・アレニージャス両市上水道整

備計画」に対する基本設計調査団を派遣し、エクアドル共和国政府との協議、現地調査、国内解析を

通じ基本計画案を作成した。 

JICAは、基本計画案の内容説明および協議のために無償資金協力部審査室 審査チーム長熊谷英範

を団長とする基本計画案説明調査団を2005年3月13日から3月24日まで、エクアドル共和国に派遣

した。 

協議の結果、両者は添付資料に述べられている主要事項を確認した。 

 

 

2005年3月19日 アレニージャスにて 

 

 

 

 

 

 

署名                      署名             
熊谷英範                     リタ カリーナ トーレス 
団長                  アレニージャス市長 
基本計画案説明調査団             エクアドル 
JICA 
 
       
 立会人 

 

署名             署名             
マヌエル アギレ ハイメ パボン トゥルヒージョ 
ワキージャス市長 審議員 
エクアドル INECI, エクアドル 
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附属書 

 

１．基本計画案の内容 

エクアドル国政府は本調査団が説明した基本計画案の内容について理解し、 代替案での実施を要請

した。 主な計画内容は別添１のとおりである。 

 

２．日本の無償資金協力のスキーム 

エクアドル国政府は日本の無償資金協力のスキームおよび2004年11月25日に両者で署名した議事

録の別添２に記載されているエクアドル国政府の負担事項を理解した。 

 

３．その他の協議事項 

(1)  代替案の実施に必要となる自然条件調査(測量調査、地質調査等)の許可取得については、200

 5年 6月末までに準備することを約束した。 また、許可取得の報告及び土地に関するデー

タ(測量など)の提供を日本側へ行うことを約束した。 

(2)  両市は本計画の実施機関となる「地方上水道公社」に関し、2005年4月に両市による合同会

議を開催し、上記の土地収用手続き及び水道公社としての公式活動を開始することを約束し

た。 具体的な「地方水道公社」の活動計画を作成し、日本側へ提出することを約束した。 

(3) 両市は現在の電力事情を調査団に説明し、データを提示した。 頻繁な停電に対処するため、

新たに設置される電気設備については故障の回避を考慮することを要請した。 

(4) 両市は、拡張が計画されているパンアメリカン道路に関して、その計画内容及び図面データ

を提供することを約束した。 調査団は、それらの資料を元に送水管の適切な敷設位置を検

討することを約束した。 

(5) 両市の配水管網整備は原則として「エ」国側が実施することに合意した。  

(6) 代替案における配水池の計画内容については、日本側の検討結果に委ねることに合意した。 

 

 

A-34 



別添1 主な計画内容 

 

施設建設(案)の比較 

項目 基本計画案 代替案 

水源 ダム取水口 河川取水 

取水工 既存取水口と接続のみ 取水施設建設 

導水管 

 

 

 

ダム－新規浄水場 

径：450mm 

距離：10,790m 

管材：DIP 

新規取水口－新規浄水場 

径：450mm 

距離：800m 

管材：DIP 

ポンプ場 

 

 

 

取水口－浄水場(ポンプ室50 ㎡) 

送水ポンプ据付け (91kw) 

浄水場 

 

 

 

 

 

ばっ気処理施設 

凝集処理施設 

沈殿池 

急速ろ過施設 

送水施設 

浄水池 

付属施設 

受水施設 

ばっ気処理施設 

凝集処理施設 

沈殿池 

急速ろ過施設 

浄水池 

付属施設 

送水管 

 

 

 

 

 

 

 

 

浄水場－配水池 

＜アレニ－ジャス＞ 

径：250mm 

距離：3,200m 

管材：DIP 

＜ワキージャス＞ 

径：４5０mm 

距離：23,200m 

管材：DIP 

浄水場－配水池 

＜アレニ－ジャス＞ 

径：200mm 

距離：1,200m 

管材：DIP 

＜ワキージャス＞ 

径：450mm 

距離：22,200m 

管材：DIP 

円形タンク 800㎥ 円形タンク  800㎥ 配水池 

矩形タンク 高架式 500㎥：４基 矩形タンク 高架式 500㎥：４基 

 

 

 

A-35 





















murakamit




murakamit







A-49 

 

エクアドル共和国 ワキージャス・アレニージャス両市上水道整備計画 

基本設計調査の協議議事録 

（第 2 次現地調査団） 

 

 

予備調査及び第１次現地調査の結果により、日本政府はエクアドル国（以下、「エ」国と記

す）ワキージャス・アレニージャス両市上水道整備計画（以下、「プロジェクト」と記す）に関する

第２次現地調査を実施することを決定し、その調査を独立行政法人国際協力機構（JICA）に

指示した。  

JICA は本基本設計調査団業務主任井川雅幸が率いる調査団を 200５年６月２０日から７月

１４日にかけて「エ」国に派遣した。 調査団は、「エ」国政府関係者と協議を行い、また基本設

計のために必要な現地調査を実施した。 

協議および現地調査の結果、両者は付属書に記載されている事項について合意に達した。

調査団はこの合意に基づき調査を継続し、基本設計調査報告書をとりまとめる。 

 

 

 

ワキージャス市、200５年６月２４日 

 

 

 

                                                      

井川雅幸 Lcda.Rita Karina Torres 

JICA 基本設計調査団 業務主任 アレニジャス市長 エクアドル 

日本 

 

 

  

 

 

                                                    

Sr.Manuel Aguirre Ing. Jaime Ojeda Quezada 

ワキージャス市長 アレニジャス・ワキージャス 

エクアドル 地方水道公社総裁 

 エクアドル 
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付属書 

 

１．目的 

本プロジェクトは、ワキージャス・アレニージャス両市において上水道施設整備を行い、住民

に安全な水の供給を行うことにより生活環境を改善することを目的とする。 

 

２．プロジェクト対象地域 

基本設計調査の対象地域は、ワキージャス・アレニージャス両市とする。 

 

３．責任機関及び実施機関 

責任機関はワキージャス・アレニージャス両市であり、実施機関は「アレニージャス・ワキージ

ャス両市地方水道公社」となる。 

 

４．「エ」国政府の要請内容 

協議の結果、「エ」国側より、最終的に添付-1 に述べられている項目が要請された。 JICA

は要請内容の適正を検討し、結果を日本国政府に報告する。  

 

５．日本の無償資金協力制度 

「エ」国側は、2004 年 11 月 25 日に双方によって署名された議事録の添付-２にある日本国

の無償資金協力制度について理解し、これを再確認し、必要な措置をとることに同意した。 

なお、この内容は添付-2 として本議事録に添付する。 

 

６．今後の予定 

(1) コンサルタント団員は 2005 年７月 1４日まで「エ」国において調査を続ける。 

(2) JICA は、基本設計調査概要書（西語）を作成し、2005 年 10 月中旬頃にその説明のための

調査団を派遣する。 

(3) 概要書の内容が「エ」国政府に原則的に受け入れられた後、JICA は基本設計調査報告

書を完成し、2005 年 12 月頃、「エ」国政府に送付する。 

 

７．その他関連事項 

(1) 協力の範囲 

「エ」国側と日本側は、本計画実施における双方の具体的な分担範囲は添付-３に示す

案をもとに検討し、最終的な計画実施区分は日本側が作成し、第2次基本設計概要書説

明調査時に再度「エ」国側に説明することを合意した。  

 

(2) 給配水管網整備 

「エ」国側は、本計画が実施された場合、プロジェクトの効果を発現させるために「エ」国側
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が予定する給配水管網の整備を早期に実施することを約束した。  

 

(3) 既存給水施設 

「エ」国側は、既存の給水施設（ワキージャスの井戸施設、アレニージャスの浄水場等）に

ついて、本計画施設完成後も引き続き使用し、市全体として整合性の取れた給配水を行

うことを約束した。 

 

(4) 運営・維持管理体制 

「エ」国側は、「アレニージャス・ワキージャス両市地方水道公社」が、水道料金体制の策

定・料金徴収等を行いつつ、適切に給水施設を運転・維持管理することを約束した。 

 

(5) 付加価値税及び関税 

「エ」国側は本計画の実施に伴い、本計画に関連する資機材等の輸入時における関税の

免除および購入時に発生する付加価値税(IVA)の免除の措置を講ずることに同意した。 

併せて、本手続きの詳細については、第 2 次基本設計概要書説明調査時に再度両者で

協議することを確認した。  

 

(6) 査証の発給 

「エ」国側は本計画に伴って長期に「エ」国に滞在する日本のコンサルタントおよび業者

に対して、迅速に査証の発給手続きを行うことを約束した。 
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添付-1   

 

ワキージャス・アレニージャス両市の要請内容 

 

No. 項目 数量 

１ 河川取水施設(取水量 120 リッター/秒) 1 式 

２ 取水場－浄水場間導水管 DIPφ450ｍｍ 約８００ｍ 

３ 浄水場(処理水量 100 リッター/秒) エアレーション施設を除く １式 

４ 浄水場－アレニージャス間送水管 PVCφ200ｍｍ １，２００ｍ 

５ 浄水場－ワキージャス間送水管 DIPφ450ｍｍ ２２，２００ｍ 

６ アレニージャス貯水タンク 800 ㎥ １基 

７ ワキージャス貯水タンク 500 ㎥ ４基 

８ ワキージャス配水管網 φ63～350mm ２０，０００ｍ 
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添付-2. 無償資金協力システム 

日本の無償資金協力 

3-1  日本の無償資金協力システム 

１）日本の無償資金協力 

無償資金協力とは被援助国に返済義務を課さないで資金を提供する援助で、被援助国が

自国の経済・社会の発展のために役立つ施設、資機材および役務（技術あるいは輸送等）を

調達するのに必要な資金を、我が国の関係法令に従って以下のような原則により贈与するも

のである。 日本国政府が資材・機材、設備等を直接に調達して現物供与する形態はとって

いない。  

 

１. 無償資金協力実施の手順 

1)  我が国の無償資金協力（無償）は次のような手順により行われる。 

 ・申請（被援助国による公式要請書の提出） 

 ・調査（JICA による基本設計調査） 

 ・審査と承認（日本政府によるプロジェクト審査と閣議承認） 

 ・実施の決定（両国政府による交換公文の署名） 

 ・実施（プロジェクトの実施） 

2) 第一段階である「要請」は被援助国から提出された要請書を基に日本国政府（外務

省）は無償としての妥当性を検討する中で、案件としてのプライオリティが高いことが

確認された場合には、JICA に対して調査の指示を行う。 

第二段階である調査（基本設計調査）は JICA が実施するが、JICA は原則としてこの

調査を我が国のコンサルタントとの契約によって行う。 

第三段階の審査と承認は第二段階で JICA が作成した基本設計報告書を基に日本

政府がそのプロジェクトが無償資金協力事業として適当であるかを審査した上、閣議

請議を行う。 

閣議によって承認されたプロジェクトは第四段階で両国政府による交換公文(E/N)の
署名によって正式決定に至り、無償資金協力が実行に移される。 

無償資金協力の実施は被援助国政府によって行われる。 無償資金協力の円滑な
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実施のため、JICA はコンサルタントの推薦、入札・契約手続きその他の手続きにつ

いて「調達のガイドライン」に沿って被援助国政府を支援する。 

 

２. 基本設計調査 

１）調査の内容 

JICA が実施する調査（基本設計調査）は、要請の背景、目的、効果並びに実施に必要な

維持管理能力等を調査しその妥当性を技術面と社会・経済面で検証を行い、被援助国政府

と協議の上、計画の基本構想を双方で確認し、併せて基本設計と概算事業費の積算等を行う

ものであるが、その目的はあくまでも日本政府が無償として承認するにあたっての基礎的資料

（判断材料）に位置付けられる。 

なお、当然のこととして、要請された内容が全てそのまま協力の対象となるのではなく、我が

国の無償のスキーム等を勘案し、基本構想が確認される。 

また、無償として実施するに当たって、我が国は被援助国側の自助努力を求める立場から

被援助国にも必要な措置を求めており、この措置が実施を担当する機関以外の所管事項で

ある場合であってもその実施の担保を求めるものであり、最終的には被援助国政府の関係す

る機関全てとの確認をミニッツにより行う。 

 

２）コンサルタントの選定 

調査の実施に際して JICA は登録業者の中からプロポーザル方式によりコンサルタントを選

定する。 選定されたコンサルタントは JICA の指示に基づいて基本設計調査を行い、報告書

を作成する。 

なお、無償資金協力の実行がＥ／Ｎにより決定された後のコンサルタントの契約については、

基本設計調査と詳細設計業務の技術的一貫性を保つ必要性があるため、 JICA は当該コン

サルタントを被援助国政府に推薦する。 

 

３. 無償資金協力のスキーム 

１）交換公文の署名 

無償の実施に当たっては E/N による政府間の合意・署名が必要である。 E/N では当該プ

ロジェクトに係る目的、供与期限、実施条件、限度額等が確認される。  
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２）「供与期限」 

「供与期限」は我が国の閣議決定の行われた会計年度内とする。 この間、 E/N の署名か

らコンサルタント及びコントラクター等との契約を経て、最終的な支払いを含めて全てを終了し

なくてはならない。 

但し、自然災害等、やむを得ない事情により搬入、据付、工事等が遅延した場合には両国

間の協議により一年間（一会計年度）の延長が可能である。 

 

３）生産物および役務の調達 

贈与によって調達される生産物および役務は原則として日本国および被援助国の生産物

ならびに日本国民又は被援助国民の役務を購入するため適正に、かつ専ら使用される。 こ

こでいう「日本国民」という語は日本国の自然人又はその支配する日本国の法人を意味する。 

なお、贈与は両国政府が必要と認める場合には第三国（日本国および当該国以外）の生

産物の購入あるいは輸送等の役務の購入にも使用することが可能である。 

但し、無償の原則により、贈与を実施するに当たって必要とするプライムコントラクター、即

ち、コンサルタント、施工業者および調達業者は「日本国民」に限定される。 

 

４）「認証」の必要性 

当該国政府（又は政府が指定する当局）が行う「日本国民」との契約は「円貨建」で締結され、

かつ、日本政府による「認証」を必要とする。 「認証」は贈与財源が日本国民の税金であるこ

とによる。 

 

５）被援助国に求められる措置 

無償資金協力が実施されるに際して当該国政府は以下のような措置等が求められる。 

a) 施設案件の実施に当たっては施設の建設に必要な土地を確保し、かつ、用地の整地を

行うこと。 

b) 用地の整地を行うに際しては、併せて、用地までの配電、給水、排水、その他の付随的

な施設の整備、工事等を行うこと。 
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c) 資機材等の案件については、必要な建物等が確保されること。 

d) 贈与に基づいて購入される生産物の港における陸揚げ、通関および国内輸送に係る手

続きが速やかに実施されることの確保及びこれら手続きにかかる費用の負担。 

e) 認証された契約に基づき調達される生産物および役務のうち日本国民に課せられる関

税、内国税およびその他の財政課徴金を免除すること。 

f) 認証された契約に基づいて供与される日本国民の役務について、その作業の遂行のた

めの入国および滞在に必要な便宜を与えること。 

 

６）「適正使用」 

贈与に基づいて建設される施設および購入される機材が、当該計画の実施のために適正

かつ効果的に維持され、使用されること並びにそのために必要な要員等の確保を行うこと。 

また、贈与によって負担される経費を除き、計画の実施のために必要な維持・管理費を含

む全ての経費を負担すること。  

 

７）「再輸出」 

贈与に基づいて購入される生産物は当該国より再輸出されてはならない。 

 

８）銀行取極 

ａ） 当該国政府又は「指定された当局」は日本国内の銀行に当該国政府名義の勘定を開

設する必要がある。 日本国政府は認証された契約に基づいて当該国政府若しくは指

定された当局が負う債務の弁済に充てるための資金を右勘定に「日本円」で払い込む

ことにより贈与を実施する。 

ｂ） 日本政府による払い込みは当該国政府又は指定された当局が発行する「支払い授権

書」に基づいて「銀行」が支払い請求書を日本国政府に提出した時に行われる。 

 

９）支払い請求書 

当該国政府は、銀行取極を締結した銀行に対し、支払い授権書の通知手数料及び支払い

手数料を負担しなければならない。 







A-59 

添付-３ 日本側及びエクアドル側の負担区分 

 

No. 日本国側の負担 エクアドル国側の負担 

１ 取水工、浄水場、配

水池の建設工事 

・ 取水工、浄水場、配水池建設用地の取得と清掃、整地、既存施設の移設 

・ 取水工、浄水場、配水池建設用地までの進入路の整備（敷砂利による簡易舗装）

・ 建設サイトまでの送電線整備（電線引き込みとトランスの設置） 

・ フェンス、門扉、照明、植栽等の付帯工事 

・ 既存配水池周りの既存配水管の位置確認 

・ 新設配水池の既存送配水管接続時の断水に対する対処 

２ 導送配水管施設建

設工事       

・ 管路工事用地の確保、工事期間中の保証金の支払い 

・ 市当局への管路工事に係る許認可の申請及び取得 

・ 管路工事に関し発生する日本側負担の道路舗装撤去及び復旧に関する保証金や

負担金等の支払い 

・ 管路工事に関する市交通警察への道路占有許可の申請及び取得。警察への工事

期間中における交通の規制、通行者と車輌に対する安全の確保の依頼 

・ 市都市開発局、電話公社、電気会社等からの地下埋設物に関する情報収集 

・ 新聞、テレビ、ラジオ等を通じた住民に対する断水、道路交通規制等の広報 

・ 新設配水管と既存給水接続管との接続時に発生する断水に対する対処 

・ 工事関係地区への住民説明、調整 

・ その他関係諸機関との調整 

・ 水圧試験、消毒、その他工事に必要な用水の供給 

 
 













murakamit













５．事業事前計画表（基本設計時） 

 

１．案件名 

 エクアドル共和国 ワキ-ジャス・アレニ-ジャス両市上水道整備計画 

２．要請の背景(協力の必要性・位置付け) 

エクアドル国の上水道分野の状況は「国家開発計画(2001 年～2005 年)」のもとに上水道施設整備

に取り組んでいるものの、衛生的な水の供給率は全国平均で都市部で 65％、地方部では 43％と周辺

国に較べても低い水準にある。地方自治体の水道事業は行政の地方分権化に伴い、これまで中央省庁

の主導で実施されていた計画の策定、実施計画、施工管理などが地方自治体の主導で実施されるよう

に変更されたが、行政移管後間もないこと、水道技術員の不足と技術レベル問題、並びに国の経済状

況の悪化などにより、給水施設の整備は計画通り進捗していないのが現状である。 

計画対象地区であるワキージャス・アレニージャス両市は半世紀にわたるペルーとの国境紛争のた

めにインフラの整備が遅れていることから優先整備地域となっており、中央政府は両市に対し 2000

年に設立した｢平和開発基金｣による資金援助を行い、両市はこの資金を利用して上水道整備計画を策

定した。しかしながら、両市の計画内容は同一水源を利用することから、中央政府は１つの給水シス

テムとして建設することを提案し、両市は再整備計画を策定した。 

この再整備計画は目標年次を 2025 年とする、時間給水の撤廃と水質改善のための上水道の施設整

備計画で、衛生的な水を安定供給し生活環境の改善を目標としたものであるが、未だ計画実現のため

の中央政府、国際機関、外国への協力要請は結実していない。 

本計画はこの再整備計画の実施に資するためにその基幹部分の給水施設の整備を行うものである。

 

３．プロジェクト全体計画概要 

*下線部：本無償資金協力に直接関係する成果、活動及び投入 

（１） プロジェクト全体計画の目標（裨益対象の範囲及び規模） 

ワキージャス・アレニージャス両市の住民に対し、安全な飲料水が安定的に供給される。（計画年

度 2008 年） 

（裨益対象：ワキージャス・アレニージャス両市／裨益人口（2004 年）：ワキージャス市 44,700 人、

アレニージャス市 15,200 人 

（２） プロジェクト全体計画の成果 

ワキージャス・アレニージャス両市の給水施設が整備される。 

（３） プロジェクト全体計画の主要活動  

① 取水ポンプ場の整備を行う。 

・ 新規取水ポンプの設置 

・ 既存取水ポンプの更新 

② 新規浄水場の建設を行う。 

③ 配水池の建設を行う。 

・ アレニージャス配水池の建設 

・ ワキージャス配水池（浄水場処理水用）の建設 

・ ワキージャス市配水池（既存井戸水用）の建設 
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④ 導送水管の敷設を行う。 

・ 取水場から新規浄水場の導水管敷設 

・ 新規浄水場からアレニージャス配水池の送水管敷設 

・ 新規浄水場からワキージャス市の配水本管敷設 

・ アレニージャス市内の配水管網整備 

・ ワキージャス市内の配水管網整備 

・ ワキージャス市既存井戸から配水池の導水管敷設 

   ⑤ 水道公社の健全な運営を行う。 

 

（４） 投入(インプット) 

① 日本側（＝本案件）：無償資金協力 20.23 億円 

② 相手国側 

  （ア）人員   公社運営、施設管理に必要となる人員 

（イ）資機材  配水管網敷設、家庭用流量計設置用の資機材 

（ウ）経費   公社運営、給水施設維持管理に必要となる経費 

 

（５） 実施体制 

責任機関 ： ワキージャス市およびアレニージャス市 

実施機関 ： 地方水道公社 

４．無償資金協力案件の内容 

（１） サイト 

エクアドル国エルオロ県ワキージャス・アレニージャス両市 

 

（２） 概要 

① 取水施設の整備 (新規ポンプ３台の設置、既存ポンプ 2台の更新) 

② 新規浄水場の建設 (100 ㍑/秒) 

着水井、フロック形成池、沈殿池、急速ろ過池、塩素・薬品注入設備 

③ 配水池の建設 

アレニージャス市 500ｍ3、ワキージャス市（新規浄水場用地）1,800ｍ3×2 基 

配管敷設 

取水ポンプ場－新規浄水場 導水管Φ300、270m 

新規浄水場－アレニージャス配水池 送水管Φ250、1,180m 

新規浄水場－ワキージャス市入り口 配水本管Φ500、19,860m 

ワキージャス市内配管 Φ500、350、250、5,020m 

 

（３） 相手国側負担事項 

① 建設用地の取得と清掃、整地 

② 建設サイトまでのアクセスの確保、整備 

③ 建設サイトまでの送電線の引込みとトランスの設置 

④ 建設サイトにおけるフェンス、門扉、照明等の付帯工事 

⑤ 関税、国内税の免除手続き 
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（４） 概算事業費 

   概算事業費  20.45 億円（日本側 20.23 億円、「エ」国側負担 0.22 億円） 

 

（５） 工期 

詳細設計･入札期間を含め約 38 ヶ月（予定） 

 

（６）貧困、ジェンダー、環境及び社会面の配慮 

   特になし。 

５．外部要因リスク 

国内の治安状況が悪化しない。  

 

６．過去の類似案件からの教訓の活用 

特になし 

   

７．プロジェクト全体計画の事後評価に関わる提案 

（１） プロジェクト全体計画の目標達成を示す成果指標 

指 標 現状の数値 計画値（2009 年） 

両市 残留塩素濃度 残留塩素無し 0.1mg/㍑ 

アレニージ

ャス市 
給水量 

1,900ｍ3/日 

（6 時間/日給水） 

4,500ｍ3/日 

（24 時間給水） 

ワキージャ

ス市 
給水量 

3,460ｍ3/日 

（1～2日/週給水） 

9,500ｍ3/日 

（24 時間給水） 

 

（２） その他の成果指標 

なし 

（３） 評価のタイミング 

2009 年以降 （施設完工以降） 

 

 

 



番号 資料の名称
形態（図書・ビ
デオ・地図・写
真等）

オリジナル/
コピー

入手先又は発行機関 発行年

1-1 エクアドル水道水水質基準 プリント コピー エクアドル標準化庁 －
1-2 エクアドル水道水水質基準（和訳） プリント コピー エクアドル標準化庁 －
3-1 アレニージャス・ワキージャス上水道計画環境管理計画 プリント コピー ワキージャス・アレニ

ージヤス両市
－

3-2 PLAN DE DESARROLLO CANTONAL 2002-2012 書籍 オリジナル アレニージヤス市 －
3-3 Datos Metrologicos De Las Estaciones Sector : Arenillas(タウイ
ンダムのデータ)

プリント コピー エル・オロ州開発公社 2004年6月

3-4 PREDESURからの水理地質データ プリント コピー PREDESUR 2004年6月
3-5 CUESTIONARIO(質問の回答書) プリント オリジナル ワキージャス市 2004年6月
3-6 TABLA DE CANTIDADES Y PRECIOS プリント オリジナル ワキージャス・アレニ

ージヤス両市
2004年8月

3-7 ANALISIS FISICO, QUIMICO Y MICROBIOLOGICO (ワキージャ
ス市新設井戸の水質分析結果)

プリント コピー AQUALAB 2004年5月

3-8 REPORTE DE ANALISIS DE AGUA (ダム湖水質データ) プリント コピー エル・オロ州開発公社 2001年2月
3-9 REPORTE DE ANALISIS DE AGUA, NORMA ECUATORIANA
NTE INEN 1108 (水質分析費リスト)

プリント コピー Escuela Politecnica
Nacional Departmento
De Medio Ambiente

－

3-10 INDICE DE PRECIOS DE MATERIALES, EQUIPO Y
MAQUINARIA DE LA CONSTRUCCION, ABRIL 2004 NO.049

プリント コピー 国家統計人口局 2004年4月

3-11 DIRECCION DE POLITICAS Y MONITOREO INFORME
TECNICO DE LOS ESTUDIOS DE PROSPECCION GEOFISICA
PARA LA INVESTIGACION DE AGUAS SUBTERRANEAS
REALIZADOS EN AREAS CERCANAS A LA CIUDAD DE
HUAQUILLAS Y DE LA EVALUACION DE LOS POZOS Y
EQUIPOS DE BOMBEO EXISTENTES

プリント オリジナル Ministerio De
Desarrollo Urbano Y
Vivienda Convenio
Miduvi-Municipio De
Huaquillas Quito,
FEBRERO DEL 2001

2001年2月

3-12 ANALISIS DE PRECIOS UNITARIOS TOMOII プリント オリジナル ConsultoraRidresur
CIALTDA.

2002年7月

3-13 MEMORIA TECNICA-RESUMEN プリント オリジナル ConsultoraRidresur
CIALTDA。

2001年6月

3-14 PROYECTO HUAQUILLAS
APROVECHAMIENTO DE LAS AGUAS SUBTERRANEAS POZO
PH-7 HUAQUILLAS - EL ORO

プリント オリジナル ワキージャス市 2004年5月



番号 資料の名称
形態（図書・ビ
デオ・地図・写
真等）

オリジナル/
コピー

入手先又は発行機関 発行年

3-15 M.I.. MUNICIPIO DEL CANTON HUAQUILLAS
INVESTlGACIONES DE RESISTIVIDAD ELECTRICIA EN LA
EXPLORACION DE AGUAS SUBTERRANEAS

プリント オリジナル ワキージャス市 2004年3月

3-16 REDISENO DEL SISTEMA REGIONAL DE AGUA POTABLE
PARA LAS CIUDADES DE ARENILLASS Y HUAQUILLAS,
FINANCIADO CON RECURSOS DEL FONDO BINACIONAL
PARA LA PAZ Y EL DESARROLLO BANCO DEL ESTADO
BASES DE LICITACION (FIXCALIZACION)

プリント オリジナル Consultora Ridresur
CIA LTDA.

2001年6月

3-17 REDISENO DEL SISTEMA REGIONAL DE AGUA POTABLE
PARA LAS CIUDADES DE ARENILLASS Y HUAQUILLAS,
FINANCIADO CON RECURSOS DEL FONDO BINACIONAL
PARA LA PAZ Y EL DESARROLLO BANCO DEL ESTADO
BASES DE LICITACION (CONSTRUCCION)

プリント オリジナル Consultora Ridresur
CIA LTDA.

2001年6月

3-18 REDISENO DEL SISTEMA REGIONAL DE AGUA POTABLE
PARA LAS CIUDADES DE ARENILLASS Y HUAQUILLAS,
FINANCIADO CON RECURSOS DEL FONDO BINACIONAL
PARA LA PAZ Y EL DESARROLLO BANCO DEL ESTADO
BASES DE MANEJO AMBIENTAL

プリント オリジナル Consultora Ridresur
CIA LTDA.

2001年6月

3-19 REDISENO DEL SISTEMA REGIONAL DE AGUA POTABLE
PARA LAS CIUDADES DE ARENILLASS Y HUAQUILLAS,
FINANCIADO CON RECURSOS DEL FONDO BINACIONAL
PARA LA PAZ Y ANALISI DE PRECIOS UNITARIOS TOMOI
BASES DE MANEJO AMBIENTAL

プリント オリジナル Consultora Ridresur
CIA LTDA.

2002年7月

3-20 REDISENO DEL SISTEMA REGIONAL DE AGUA POTABLE
PARA LAS CIUDADES DE ARENILLASS Y
HUAQUILLAS, FASE I RECURSOS
Fondo Binacional Para La Paz Y El Desarrollo Banco del Estado

プリント オリジナル Consultora Ridresur
CIA LTDA.

2001年3月

3-21 RESUMEN TOTAL DE PRESUPUESTO プリント オリジナル ワキージャス・アレニー
ジャス両市

－

3-22 REPORTE DE ANALISIS DE AGUA (関税計算書) プリント コピー Escuela　Politecnica
Nacional Departmento
De MedioAmbiente

2004年6月



番号 資料の名称
形態（図書・ビ
デオ・地図・写
真等）

オリジナル/
コピー

入手先又は発行機関 発行年

3-23 ILLUSTRE MUNICIPITO DE ARENILLA PROVINCIA DE EL ORO
PLANIMETRIA DE AREAS PRIORITATIAS DE AGUA POTABLE
DEL CANTON ARENILLAS （アレニージャス既存配水区域及び
整備優先順位図）

図面 オリジナル アレニージャス市 2004年6月

3-24 HORARIO DE DISTRIBUCION DE AGUA POTABLE PARA LAS
DIFERENTES CIUDADELAS Y BARRIOS DEL
CANTON ARENILLAS l:6,000 (アレニージャス給水制限図)

図面 オリジナル アレニージャス市 2004年6月

3-25 STOCK NO. IPGH XXSA 1714×01 HUAQUILLAS, ECUADOR
S.A. 17-14 1:1,250,000

図面 オリジナル 陸軍地理局 2004年6月

3-26 PLANIMETRIA DE LA RED EXISTENTE DE AA.PP DE
DISTRIBUCION ACTUAL 1:2,000

図面 オリジナル アレニージヤス市 2004年6月

3-27 CORTE LOGITUDINAL DE PLANTA DE AGUA POTABLE
EXISTENTE

図面 オリジナル アレニージヤス市 2004年6月

3-28 GOBIERNO CONSTITUCIONAL DEL PRESIDENTE ING. LUCIO
GUTIERREZ BORBUA

パンフレツト オリジナル エル・オロ州開発公社 －

3-29 REF.NO.:ODEPLAN-0-2002-824
副大統領から都市開発住宅大臣宛文書

プリント コピー エクアドル共和国大統
領府

2002年8月

3-30 REF.NO.:2003-487-SGA
大統領から州議会議長宛公文書(32和訳)

プリント コピー エクアドル共和国大統
領府

2003年10月

3-31 REF.NO.:367ACH-2004
ワキージャス市長、アレニージャ久市長から連帯基金総裁宛文

プリント コピー ワキージャス・アレニー
ジャス両市

2004年6月

3-32 ワキージャス市長、アレニージャス市長から連
帯基金総裁宛文書(34和訳〉

プリント コピー ワキージャス・アレニー
ジャス両市

2004年6月

3-33 REF.NO.:20PT2001-120
CODEl、ORO総裁から有限会社リドレスール・コンサルタント代
表宛文書

プリント コピー エル・オロ州開発公社 2001年3月

3-34 REF.NO.:20PT2001-120
CODEl、ORO総裁から有限会社リドレスール・コンサルタント代
表宛文書

プリント コピー エル・オロ州開発公社 2001年3月

3-35 両市上水道公祉設立合意書 証書 オリジナル ワキージャス・アレニー
ジャス両市

2004年6月

3-36 アレニージャス請求軒数 プリント オリジナル アレニージャス市 2004年6月
3-37 ワキージャス市財務データ プリント コピー ワキージャス市 2004年6月
3-38 ワキージャス市財務データ（41和訳） プリント コピー ワキージャス市 2004年6月



番号 資料の名称
形態（図書・ビ
デオ・地図・写
真等）

オリジナル/
コピー

入手先又は発行機関 発行年

3-39 アレニージャス市決算書 プリント オリジナル アレニージャス市 2004年3月
3-40 STOCK NO.IPGH XX SA 1714×01 HUAQUILLAS, ECUADOR
S.A.17-14 1:1,250,000

図面 オリジナル 陸軍地理局 2004年6月

3-41 HUAQUILLAS 1:50,000 図面 オリジナル 陸軍地理局 2004年6月
3-42 ARENILl、AS1:50,000 図面 オリジナル 陸軍地理局 2004年6月
3-43 病気疾患レポート プリント コピー クエンカ大学 －
3-44 REPUBLICA DEL ECUADOR VI CENSO NACIONAL DE
POBLACION Y VDEVMENDA RESULTADOS DEFINITIVOS,
PROVINCIA : EL ORO

CD オリジナル 国家統計人口局 2002年8月

3-45 REPUBLICA DEL ECUADOR MAPA POLITICO PROVINCIA DE
GALAPAGOS ARCHIPIELAGO DE COLON (REGION INSULAR)
1:1,000,000

図面 オリジナル 陸軍地理局 2004年6月

3-46 HOSPITAL DE HUAQUILLAS (ワキージャス保健データ) プリント コピー Dirreccion Provincial
De Salud De El Oro

2004年6月

3-47 ESTUDIOS　DE　REDISENO DEL SISTEMA REGIONAL DE
AGUA POTABLE PARA LAS CIUDADES DE ARENILLAS Y
HUAQUlLLAS (再設計図面一式)

図面 オリジナル ワキージャス・アレニー
ジャス両市

2001年6月

3-48 既存排水管網図(ワキージャス市) 図面 オリジナル －
3-47 タウインダム水位・流出量データ (1988-2004) 電子データ オリジナル オリジナル 2004年12月



７．参考資料 

 

7.1 ワキージャス・アレニージャス両市の社会状況 

ワキージャス・アレニージャス両市の社会経済状況の概要は以下の通りである。 
表 7-1 ワキージャス･アレニージャス両市における社会経済状況 

 ワキージャス市 アレニージャス市 

人
口 

36,476 人（2001 年国勢調査都市部人口） 
→ 2004 年推定値 44,700 人 
（年間人口増加率約 3.6％） 

※住民の大半（99.8％）が都市部に居住 

14,099 人（2001 年国勢調査都市部人口） 
→ 2004 年推定値 15,700 人 
（年間人口増加率約 2.5％） 

※住民の 63.2％が都市部に居住 

産
業 

就業分野： 商業 37％、漁業・工業・建設各 7％、

運輸 6％、農業 5％、ホテル及びレストラ

ン 3％、不動産・公務員各 2％ 
2004年 12月当市の無税特別区域が国会で承

認されたことにより今後の商工業活動の活発

化が期待されている。ワキージャス全面積は

71km2 で面積の 80％を占める農村部にはバナ

ナ農場はなくエビ養殖などに利用されており

住民は殆ど住んでいない。 

就業分野：農業牧畜林業 42％、商業 12％、公

務員 9％、建設 4％、漁業（エビ）4％ 
主要産品はバナナ、米、エビ、マンゴやパッ

ションフルーツなど果物である。アレニージャ

全面積は 811km2で都市部以外はバナナや果樹

農園、エビ養殖場となっている。 

所
得
水
準 

一世帯当たりの平均月収は中心市街地で約

US$500 以上あり US$2,000 を超える事業主も

多い。市中心部から離れるに従って月収も減少

し、水道水や電気も不法接続が見られるなど市

のインフラ整備の遅れが目立つようになる。市

中心市街地以外の平均月収は概ね US$150～
300 である。 

一世帯当たりの平均月収は中心市街地で約

US$250 と若干高いものの他の地区において

は概ね約 US$150 以下である。バナナ農園で週

25 ドルの収入に頼っている農民も多い。所得分

布は概ね US$100 未満の世帯 35％、US＄300
～US600 の世帯 30％、US$600 以上の世帯は

15％である。 

疾
病 

2003 年の疾病率では、寄生虫病 1,641 名、呼

吸器疾患 1,490 人、急性下痢症 1,409 人、アメ

ーバー症809名が三大疾病となっており水因性

疾病が多い。主な年間死亡者数では心筋梗塞 30
名、呼吸器不全 14 名、肺炎 5 名などである。（ワ

キージャス病院資料） 

2003 年の疾病率では、寄生虫病 564 名、泌尿

器症 466 名、インフルエンザ 365 名、急性下痢

症 321 名などである。主な年間死亡者数は心筋

梗塞 5 名、ガン 3 名などである。（アレニージ

ャス病院資料） 

電
気 

市街地では概ね 100％、市全体では約 91.5％の

普及率である。市は節水・節電のキャンペーン

をラジオなど利用して住民の意識改革を図っ

ている。電気料金の納付書で、医療・教育・教

職管理代、土地・家屋税、消防税、市設立記念

祭り代、市内改修代などが電気料金に合わせて

請求される。支払電気料金は一般家庭で概ね

US$8～40/月である。 

市街地では概ね 100％、市全体では約 80％の普

及率である。支払電気料金は一般家庭で概ね

US$11～20/月である。電気料金は月基本料金

約 US$5～7 の支払ができなくなると断線され

る。電気料金の納付書で、街灯料、ゴミ収集料、

火災保険、消防税、都市貧民開発基金、クルサ

ード補助金などの分担金が電気料金に合わせ

て請求されている。 

電
話 

全世帯で約 13.2％の普及率である。新たに電話

線を引く場合には水道料金完納証明が必要で

ある。 

全世帯で約 8％の普及率である。新築などで新

たに電話線を引く場合は市の水道料金完納証

明が必要であるが、最初の時だけである。 
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 ワキージャス市 アレニージャス市 

水
道
事
情 

利用者数は 7,683 軒である。 
上水道整備は中心市街地では 100％であるが、中

心市街地周辺の新興住宅地での未整備地区が多

く平均すると 46.6％となっている。水道料金は

水量計が設置されていないか、設置されていて

も機能していないために、使用量に関係なく基

本料金のみの固定料金となっている。 
市中心部及び主水道管近くの地区は水量に関し

ては比較的恵まれているが、市街地周辺の新興

住宅地では水量不足がより深刻となっている。

新築の家は水不足対策として概ね 1～2ｍ３のタ

ンクを設置して一週間分の水を確保する一方

で、庭に水撒きをする家も散見される。新興住

宅地では不法接続した水道管から取水し、近所

に分ける住民も見られる。水不足の時は知り合

いや隣同士で融通しあう。飲用に水を購入して

いる家庭は約 80％あり月 US$3～40 を支払って

いる。水道水をそのまま飲用にすることは殆ど

ない。水圧が殆どないために各家庭でポンプを

使用して水道水を吸い上げ、タンクに貯蔵する

システムとなっている。 

利用者数は、2,831 軒である。 
上水道整備は 97.2％である。水道料金は水量

計が設置されていないか、設置されていても

機能していないために、使用量に関係なく基

本料金のみの固定料金となっている。市郊外

周辺部において水不足がより深刻となり、市

は無料の給水車で地区住民に給水サービスを

提供している。水道水が飲用に適さないため

に、飲用に水を購入している家庭は約 70％あ

り月 US$5～40 を支払っている。水道水をそ

のまま飲用にすることは殆どない。 
水量計の設置は 20％であるが市の担当者が検

針に来たこともなく、壊れたままである。水

道料金徴収額は市歳入予算の 1％であり、市は

料金徴収に費用を掛けたくない模様であるが

公社設立により料金徴収意欲が出ることを期

待したい。 

ゴ
ミ
収
集 

市が徴収すべきゴミ収集料金は電気料金納付書

に併記されて同時に利用者から徴収される。概

ね電気料金の 10％であり、他の公共サービスで

ある街灯料や消防税も併せて徴収される。電気

会社が徴収したゴミ収集料金等は市に返還すべ

き料金であるが、実際は市が電気会社に納付す

べき電気料金に充当されている。 

都市部では 80％ごみ収集が行われている。市

が徴収すべきゴミ収集料金は電気料金納付書

に併記されて同時に利用者から徴収される。 

N
G

O

の
活
動 

USAID・CARE によりプリメロオクトゥブレ地

区(US$60,038 )、シウダッデアレテサノ地区

（US$35,123）など農村部においてトイレ建

設・住民組織化・衛生教育など衛生環境総合整

備事業を実施している。 
1998 年エクアドル・ペルー平和協定締結により

CARE エクアドル&ペルーと市は、2004 年 4 月

にアグアスベルデ川洪水対策プロジェクト（期

間 2005 年 7 月）に調印している。 

USAID・CARE により総額 US$16,790 (2002
年～2006 年)で農村部のカルカボン教区給水

施設改修事業を行っている他、パルマレス教

区給水施設建設事業（総額 US $35,851）の事

業を行っている。 

下
水
道 

下水道 24.9％が整備されている。人口増加に新

興住宅地の開発とインフラ整備が追いつかず、

新興住宅地では下水道の未整備地区が多い。 

下水道 71.1%が整備されている。 
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7.2 ワキージャス・アレニ-ジャス両市役所の体制 

ワキージャス・アレニージャス両市役所の体制は以下に示したとおりである。 

表 7-2 ワキージャス･アレニージャス両市役所の体制 

 ワキージャス市役所 アレニージャス市役所 

市 

長 

PSC キリスト教社会党の現市長が再選、任期 4

年 

2005 年 1 月に PSC キリスト教社会党から CFP

人民勢力集中党へ交代、任期 4年、オロ県知事

も CFP 党 

市 

議 

会 

7 名（アレニージャス市と同様に任期 4 年、2

年ごとに半数が交代） 

7 名（任期 4年、2005 年 1 月に 4議員が交代、

2007 年に残り 3議員が交代する。） 

職 

 

員 

 

数 

市長を含めて 180 名である。 

人件費総額/総職員数で算出した職員一人当た

りの単純平均人件費は US$4,644（月 US$387）

である。正職員の平均月収は約 US$300 である。

現場職員 77 名（内契約職員 22 名）、事務職員

103 名（内契約職員 26 名）となっている。事

務職及び現場職とも約 30 名が契約職員となっ

ている。上下水道事業を担当する基礎サービス

課は 23 名で大卒技師 1名が配属されている。

市長を含めて 99 名である。 

人件費総額/総職員数で算出した職員一人当た

りの単純平均人件費は US$5,519（月 US$459）

である。正職員の平均月収は約 US$300 である

が、知事他管理職の月収はワキージャス市より

高いと推測される。現場職員 55 名、事務職員

43 名が正職員として勤務、現場職員の約 30％

が契約職員で事務職員は殆どが正職員である。

上下水道事業を担当する基礎サービス課は 19

名であるが大卒技師はいない。 

 

年 

 

間 

 

予 

 

算 

US$4,087,460（2004 年度予算） 

人件費 20％と債務返済等 2％と固定費が比

較的健全なために公共事業費が 58％とアレニ

ージャス市と比較して大きい。また、その他経

費の減少傾向も見られる。 

公共事業年間予算 US$2,374,483 の内、上水

道 事 業 US$96,195 （ 4.1% ）、 下 水 道 事 業

US$468,869（19.8%）、道路整備事業 US$697,706

（29.4%）などとなっている。 

US$1,963,992（2004 年度予算） 

歳出面で見ると人件費 33％と債務返済等

26％が次第に増加している。その為に公共事業

費が 28％と減少傾向にある。また、人件費だ

けでなくその他経費も増加傾向にあり、財務的

に悪化傾向が見られる。 

公共事業年間予算 US$735,365 の内、上水道

事 業 US$60,370 （ 8.2 ％ ）、 下 水 道 事 業

US$263,376 （ 35.8 ％ ）、 道 路 整 備 事 業

US$188,177（25.6％）などとなっている。 

 

開 

発 

計 

画 

市基本開発計画（2000 年策定）において商

業振興事業と並んで上水道整備が最優先事業

となっている。現在の上水道利用者登録数は

7,683 軒である。 

人口数と人口増加率が高いことからアレニ

ージャス市と比較すると新興住宅街が広くイ

ンフラの未整備地区が多い。また、電気や水道

の不法接続が見られる。人口増加に見合った公

共事業費が必要とされている。 

 

市基本開発計画(2002 年～2012 年)において

地域上水道整備事業が最優先事業となってい

る。 

現在の上水道利用者登録数は 2,831 軒であ

る。市郊外にはインフラ未整備の新興住宅地が

あるものの、ワキージャス市と比較して建築中

の家屋は少ない。 
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 ワキージャス市役所 アレニージャス市役所 

水 

道 

料 

金 

と

収

支 

2003 年度年間水道料金収入予算 US$118、

673 に対して 92％の US$108,810 であるが、実際

の料金徴収率は約 40％と推測される。 

メーターが機能しておらず固定料金である。自

家用(上水2＄＋下水0.5＄＋管理料0.4＄)・自家

用―商業(上水 4＄＋下水 1＄＋管理料 0.4＄)・

商業(上水 8＄＋下水 2＄＋管理料 0.4＄)・都市

郊外(上水 1＄＋下水 0.25$＋管理料 0.4$)・洗車

業(上水20＄＋下水5＄＋管理料0.4＄)の５分野

に分かれて料金が決められている。 

2003 年度年間水道料金収入予算 US$25,000

に対して 19％の US$4,859 と低レベルである。 

メーターが機能しておらず固定料金である。自

家用（0.5$＋下水 0.25$＋管理料 1.8$）・商業（上

水 0.75$＋下水 0.38$＋管理料 1.8$）・工業（上水

72$＋下水 36$＋管理料 1.8$）・公共機関(上水

1$＋下水 0.5$＋管理料 1.8$)の 4 分野に分かれ

て料金が決められている。工業と公共機関は規模

により料金が異なる。 

水道料金の支払は請求書送付や督促はなされ

ず、利用者が市役所の窓口に来庁して支払を行

う。止水などの罰則は特に行われていない。 

銀行借入、不動産売買、電話・電気の新規加

入などの際には市の許可証Patente Munichipal と

して固定資産税など市税金や水道料金など公共

料金の完納証明が必要となっている。また、市内

で商売（道路上の露天商を含む）を営むには毎年

公共料金や税金の完納証明を添付して営業許可

（1 年毎に更新 US$8.50）を市に申請しなくてはな

らない。 

当市は商業が盛んな町であり、商業関連活動

に従事している自営業も多いことから当市におい

ては営業許可申請が水道料金納付を担保するシ

ステムとして機能しているものの、徴収率は約

40％と低迷している。ラジオなどを利用して節水・

節電のキャンペーンを行っているほか、市職員の

節電意識もあるが、水料金が固定制のために節

水の実効力は弱い。 

 

水道料金の支払に際して請求書送付や督促は

なされず、利用者が市役所の納付窓口に来庁し

て支払いを行う。止水などの罰則は特に行われて

いない。水道に関しては、料金未払いを理由に止

水するには法律による手順を踏むことが必要であ

ることから、現実的には止水は行われていない。 

銀行借入、不動産売買、電話・電気の新規加

入、公正証書作成などの際には、市の許可証

Patente Munichipal として市の税金や公共料金の

完納証明が必要となっている。しかし、当市では

銀行取引や不動産売買などを行う住民が少ない

ことから、本許可証が水道料金支払を担保する力

は弱く 20％以下の徴収率となっている。 

 

 

料 

 

金 

 

支 

 

払 

 

の 

 

担 

 

保 

 

方 

 

法 
両市とも固定料金制のため無駄な水利用も多く、拡大傾向にある新興住宅地では無秩序な水利用

が見られる。ゴミ回収・消防税・街灯料など他の公共料金も法律に基づき電気料金に合わせて同一の

納付書で請求徴収しており電気会社の担当者により各家庭に納付書が配布される。 
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7.3 ワキージャス・アレニ-ジャス両市の住民意識と市役所の対応 

 

表 7-3 ワキージャス･アレニージャス両市の住民意識及び市役所の対応 

 ワキージャス市 アレニージャス市 

住 

 

民 

 

意 

 

識 

①郊外の新興住宅地等水不足地区には有料配

水車でサービス提供を行っている。 

②本市では商業活動に従事している住民が多い

が、商業活動を行うには水道料金完納証明を

取って市の営業許可を取得又は毎年更新する

必要がある。 

③水不足地区居住者で商業活動に従事している

住民は、水道水の利用可能量に関係なく水道

料金と配水車からの水購入料金の二重の料金

支払を強いられる。 

④道路上の露天商を営むにも市営業許可が必要

であるが、管理が十分でない為に料金未払いの

抑止力は弱く約 40％の納付率となっている。 

⑤配水に関する電気代は、各利用者がポンプで

吸い出すなど自己負担がある。 

 

①郊外の新興住宅地などインフラ未整備の水不

足地区には、無料の市の配水車を巡回させて

いるなど配水事業は市の福祉サービスの性格

を帯びている。 

②水料金を支払わなくとも市は利用者に対する強

制力が弱いために、利用者の支払率は約 20％

以下となっている。また、支払率は低下傾向に

ある。 

③配水に関係した電気代は市役所が負担してい

る。 

④本市2地区、ワキージャス市3地区ともに全般的

に水量より水質の改善を望む意見が多い。 

市 

役 

所 

の 

体 

質 

①人件費やその他経費を抑制し住民サービス向

上のための公共事業費を確保している。 

②アレニージャス市と同様に、利用者から料金を

徴収しその金額で施設の運営維持管理を行うと

いう考え方が存在していない。同様に、料金徴

収の努力が行われていない。 

①人件費や経費の増加により、住民サービス向上

のための公共事業費の減少傾向があり市役所

の機能低下が見られる。 

②ワキージャス市役所と比較して、給与、職員採

用、経費など内部規律の弱さが見られる。 

③水道料金収入は市歳入予算の 1％であることか

ら、人員や経費を投入して徴収する体制がな

い。 
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7.4 ワキージャス・アレニ-ジャス両市の水利用実態について 
 

（１）ワキージャス市の地区別水利用事情 

各地区の住民の意識調査及び水利用事情を調査するために住民に対するアンケート調査（訪

問調査）を行った。市内は 3 つの Zona(地域)に分割され、各地域はさらに Seccion(地区)に分

割されている。サンプル数は各地区の利用者数に応じて収集し、第１地域計 148 軒、第 2 地域

計 20 軒、第 3地域計 35 軒の合計サンプル数 203 軒である。 

調査結果の概要は次の通りである。 

市水道課と契約して水道を利用している世帯は約 87％となっている。特に第 3地域において

は契約率が 60％以下となっており不法接続が多いと思われる。市全体としては週 56 時間の給

水時間で約128ℓ/日の水を利用している。全体的に各地域及び地区によるばらつきが大きいが、

平均すると水道水を飲用にする世帯は 27％で飲用水は別途購入する家庭が多い。水量が不満と

する世帯が 45％、水圧が 35％、水質が 59％となっており、水質の改善を望む意見が多い。水

質に関してはにごりと匂いに関する不満が多い。水圧に関しては大半の家庭で別途個人的にポ

ンプを設置して吸い上げているところから比較的低い不満度となっている。敷地内で漏水があ

る家庭は 15％となっている。 

概ね東西及び南北に繋がる主水道管から離れるほど水事情と家庭の経済状況は悪化する傾向

にある。地区の水事情と家計の収入状況とは相関関係がありそうである。水事情のよいところ

ほど地価が高く高収入世帯が入居していると推測できる。高収入世帯ほど固定料金による豊富

な水使用量を享受できる一方で、貧困な世帯ほど水事情が悪く割りの合わない水道料金と給水

車の料金という二重の支払を強いられている。水事情の良い新興住宅地では建築中の大型家屋

が散見される。一方、水事情の悪い新興住宅地ほどバラック的な家屋が多くなってくる。各地

区の特徴は以下の通りである。表 7-4「ワキージャス市市街地の地区別水道事情」を参照。 

 

①第 3地域-1,2,3 地区 

水不足が深刻で給水車に 70％以上の世帯が頼っている。市街地の郊外地区や新興住宅地

区では市内中心街や国境近辺で路上の露天業などで生計を立てているものが多い。給水車の

水料金は一般家庭 US$0.8/㎥ 、商業 US$1.2/㎥で概ね月 US$5 を支払っている。収入が少な

いにもかかわらず水道料金と給水料金の二重の水料金支払いを余儀なくされ、更に水圧が低

いための吸出しや給水車からの配水をポンプアップするために電気代もかかるなど水確保

に係る費用が低所得層に負担となっている。宅地のインフラ整備が遅れているために水道管

に不法に接続している家も見られる。Z1 地区住民の 45％は水量が十分としているのに対し

て、Z3 地区の住民の 49％は水量不足としている。 

 

②第 1地域-2,3,4,5 の北部地区 

週 3 日 22 時間ほどの給水時間であり、この時間で各家庭の貯水槽に一週間分の水を確保

している。従って、市街地中心部では概ね貯水槽の容量が 1.5㎥以下であるのに対して、当

地区では玄関先に 1.5㎥以上の大型の貯水槽が設置されている家が多く、玄関先に大型の貯

水槽が設置されているのが特徴である。また、当地区は新興住宅地でインフラ整備の遅れも
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見られところから、水道管の接続が円滑に行われておらず不法接続や不法取水も見られる。

その水を近所に配水し互いに融通しあう現象も見られる。電気も不法に接続している家もあ

るなどインフラ整備の遅れが見られる。 

 

③第 1地域-1,2 地区の市街地中心部 

当市の商業活動の中心地である。主水道管にも近く概ね週 2 日、計 24 時間の給水時間で

生活用水を確保している。地区が密集していて狭いことや収入が高いことから容易に水を購

入できるなどの理由から概ね貯水槽の容量は 1㎥位と比較的小型の家が多い。 

 

④第 1地域-4,5,6 地区及び第 2地域-2,3,4 地区の街道沿線地区など 

主水道管が通っている沿線の地区であり、水量は豊富で 24 時間毎日水道の利用が可能と

なっている。固定料金のメリットを享受した豊富な水利用が見られる。 
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表 7-4 ワキージャス市の水道事情 

　（2004年推定人口 40,281 人）
地域 1 2 3 合計/平均
地区 1 2-1 2-2 3 4 5 6 1 2 3 4 1 2 3
人口分布 32.00% 13.00% 4.00% 8.00% 7.00% 7.50% 0.50% 2.00% 7.00% 3.00% 1.00% 6.00% 8.00% 1.00% 100.00%
推定人口(2004年） 12,890 5,237 1,611 3,222 2,820 3,021 201 806 2,820 1,208 403 2,417 3,222 403 40,281
推定人口増加率 4.00% 4.00% 4.00% 4.00% 4.50% 3.00% 2.00% 1.00% 3.00% 2.00% 1.00% 2.00% 4.00% 4.00% 3.60%
推定人口（2005年） 13406 5446 1676 3351 2947 3112 205 814 2904 1233 407 2465 3351 419 41,735
主な用途 商業地区 商業地区 住宅地区 住宅地区 住宅地区 住宅地区 住宅地区 商業地区 商業住宅 商業住宅 住宅地区 商業住宅 住宅地区 住宅地区

住民の家計状況（月）
　平均世帯月収入 350 400 200 200 250 300 150 300 300 200 300 200 180 180 251
　水購入費 14 7 6 5.5 6.6 8 4 8 8 6 9 7 11 6 8
　　支払水道料金（月） 5 2 2 2.5 1.6 3 1 3 3 3 4 3 1 1 3
　　水有料給水車（月） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 5 0 0
　　水購入代金（飲用・月） 9 5 4 3 5 5 3 5 5 3 5 4 5 5 5
　電気料金 21 22 36 14 22 11 13 8 13 9 15 16 27 23 18
　ガス料金 5 4 4 3 5 3 2 4 3 3 2 3 3 4 3
住民の水使用状況
  市水道課と契約済み 93% 85% 100% 78% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 54% 53% 60% 87%
　給水時間（時間/週） 40 121 47 53 40 118 24 26 137 48 27 43 37 25 56
　世帯水道水使用量（リットル/日） 132 101 122 98 104 136 139 174 132 121 114 172 111 130 128
　飲用に使用する世帯 30% 53% 0% 6% 17% 0% 0% 71% 50% 33% 100% 0% 18% 0% 27%
　水量が不満 30% 21% 25% 21% 25% 33% 67% 14% 25% 100% 100% 38% 47% 80% 45%
　水圧が不満 44% 62% 38% 33% 33% 42% 0% 29% 25% 33% 50% 38% 24% 40% 35%
　水質が不満 66% 44% 75% 63% 58% 83% 33% 29% 25% 100% 100% 38% 47% 60% 59%
　敷地内での漏水有 13% 88% 0% 0% 8% 8% 33% 29% 0% 0% 0% 8% 24% 0% 15%
衛生状況
　下水道整備状況 71% 50% 50% 6% 50% 21% 67% 43% 25% 0% 0% 25% 18% 20% 32%
　疾病状況 マラリヤ、胃炎アメーバー赤痢マラリア、下痢 皮膚病 皮膚病 デンゲ熱、下痢 胃炎 下痢、デンゲ熱マラリア、下痢 マラリア 胃炎 マラリヤ 皮膚病 コレラ、マラリア

水困窮度
　水使用量（リットル/世帯/日） 132 101 122 98 104 136 139 174 132 121 114 172 111 130 127.57143
　裨益住民数 12,890 5,237 1,611 3,222 2,820 3,021 201 806 2,820 1,208 403 2,417 3,222 403 40,281
　支払意思額 8.4 6.5 5.5 3.7 6.1 4.8 3.2 4.8 16.1 5.5 4.3 9.0 5.6 6.4 6.4
　支払可能額 14.0 16.0 8.0 8.0 10.0 12.0 6.0 12.0 12.0 8.0 12.0 8.0 7.2 7.2 10.0（月収の4％）  
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（２）アレニージャス市の地区別水利用事情 

各地区の住民の意識調査及び水利用事情を調査するために住民に対するアンケート調査

（訪問調査）を行った。市内は 2つの Zona(地域)に分割され、各地域はさらに Seccion(地区)

に分割されている。サンプル数は各地区の利用者数に応じて収集し、第１地域計 47 軒、第 2

地域計 72 軒で合計サンプル数 119 軒である。 

調査結果の概要は次の通りである。 

第2地域-1地区の一部を除いて大半の住民が市水道課との契約により水道を利用している。

各地区で若干の違いはあるものの全体的には週 49 時間ほどの給水時間であり、その間に貯水

槽などに水を溜めて使用する家庭が多い。一日当たり約 49ℓの使用量であるが飲用水として利

用する家庭は 10％ほどであり、多くの家庭で飲用水用の水を別途購入している。水量が不満

とする世帯は 64％、水圧が不満 55％、水質が不満 88％となっており、水質の不満が多い。不

満が発生する時期は雨季乾季にかかわらず発生しているとする世帯が約 60％あり、水質では

にごり・異物混入・沈殿物に関するものが大半である。敷地内で漏水が発生している世帯が

17％となっている。表 7-5「アレニージャス市市街地の地区別水道事情」を参照。 

 

各地区の特徴は以下のとおり。 

①.第１地域では週 6.5 日で約 8.1 時間、Z2 地区では週 5.6 日で約 8.5 時間の給水時間となっ

ている。また、利用水量は１世帯あたり各 157 及び 132ℓ/日となっており、水困窮度が高

い。第 1地域では水量に関して十分とする利用者は 23％、不十分とする利用者が 51％と

なっている。第 2 地域ではそれぞれ 18％、54％となっており両地域とも住民の半数以上

で水量不足を指摘している。 

② .水道の水を飲用に使用する人は、第１地域では 18％、第 2 地域で 8％となっており、全

体的に飲用に利用する住民は少なく、水質に関して両地域とも 80％以上の住民が不十分

としている。 

③.水圧に関しては、両地域とも約 25％の住民は十分としているものの、第 1地域では 43％、

第 2地域 47％の住民は水圧不足としている。
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表 7-5 アレニージャス市の水道事情 

表2.3.4  アレニージャス市市街地の地区別水道事情 (2004年推定人口 15,183 人）
地域(Zona) 1  2 合計/平均
地区 1 2 3 4 1 2 3 4 5 6 7 8 9
人口分布 2.00% 6.00% 2.00% 29.00% 0.00% 0.00% 10.00% 29.00% 14.00% 3.00% 2.00% 2.00% 1.00% 100.00%
推定人口(2004年） 304 911 304 4,403 18 20 1,518 4,403 2,126 455 304 304 152 15,221
推定人口増加率 1.00% 2.00% 2.50% 2.50% 0.00% 1.00% 2.60% 2.80% 3.00% 1.50% 1.00% 1.00% 1.00% 2.50%
推定人口（2005年） 307 929 311 4,513 18 20 1,558 4,526 2,189 462 307 307 153 15,601
主な用途 住宅地区 住宅地区 住宅地区 商業地区 住宅地区 住宅地区 商業住宅 商業住宅 住宅地区 住宅地区 住宅地区 住宅地区 住宅地区

住民の家計状況（月）
　平均世帯月収入 175 160 180 257 156 193 270 300 280 240 213 150 150 210
　水購入費 14 7 5.5 8 7 14 6 11 11 6 6 6 8 8
　　支払水道料金（月） 5 2 2.5 3 2 4 3 3 3 2 2 2 3 3
　　市無料給水車 0 0 0 0 0 有 有 0 0 0 0 0 0 0
　　水購入代金（飲用・月） 9 5 3 5 5 10 3 8 8 4 4 4 5 6
　電気料金 13 13 11 16 16 10 14 16 15 14 13 14 13 14
　ガス料金 3 3 3 2 2 2 3 3 2 3 2 3 2 3
住民の水使用状況
  市水道課と契約済み 100% 100% 100% 100% 67% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 97%
　給水時間（時間/週） 46 53 54 59 48 49 44 49 50 54 33 50 50 49
　世帯水道水使用量（リットル/日） 170 151 201 160 170 132 157 151 106 101 107 132 130 144
  飲用に使用する世帯 0% 30% 14% 19% 33% 7% 0% 6% 17% 0% 0% 0% 0% 10%
  水量が不満 67% 60% 57% 47% 67% 57% 75% 46% 44% 75% 33% 100% 100% 64%
　水圧が不満 67% 60% 43% 38% 100% 43% 63% 35% 50% 50% 33% 67% 67% 55%
　水質が不満 67% 80% 71% 88% 100% 71% 100% 88% 78% 100% 100% 100% 100% 88%
  敷地内での漏水有 33% 20% 0% 13% 0% 29% 25% 4% 44% 25% 33% 0% 0% 17%
衛生状況
　下水道整備状況 0% 20% 43% 63% 33% 43% 50% 69% 33% 75% 67% 33% 33% 43%
　疾病状況 寄生虫他 下痢、デンゲ熱下痢、皮膚病 下痢、胃炎 胃炎 デンゲ熱、胃炎 胃炎、下痢 寄生虫・下痢マラリア、デンゲ 下痢 デンゲ熱 寄生虫 寄生虫

水困窮度
　世帯使用量（リットル/日） 170 151 201 160 170 132 157 151 106 101 107 132 130 144
　裨益住民数 304 911 304 4,403 18 20 1,518 4,403 2,126 455 304 304 152 15,221
　支払意思額 3.3 3.5 3.9 5.9 5.6 5.2 6.1 4.7 4.6 4.7 7.8 4.6 4.0 4.9
　支払可能額（月収の4％） 7.0 6.4 7.2 10.3 6.2 7.7 10.8 12.0 11.2 9.6 8.5 6.0 6.0 8.4
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7.5 水質分析結果 
① 調査対象地点及び水質分析項目 

ワキージャス市及びチャクラスの既存井戸 6 本に加え、アレニージャス市浄水場及びタウイ

ンダムにおいてサンプルを採取し、表 7-6 に示す項目について水質検査を実施した。分析結果

は表 7-7（次頁）のとおりである。 

表 7-6 水質検査項目 

A. 物理的性状 B．化学的性状 

1 臭気 10 硝酸性窒素 19 塩化物ｲｵﾝ 28 ｶﾄﾞﾐｳﾑ 

2 味 11 亜硝酸性窒素 20 重炭酸ｲｵﾝ 29 ヒ素 

3 色度 12 溶存酸素 21 硫酸ｲｵﾝ 30 鉛 

4 ｐH 13 全硬度 22 全鉄 31 亜鉛 

5 温度 14 遊離炭酸 23 ﾏﾝｶﾞﾝ 32 COD(ﾀﾞﾑ) 

6 濁度 15 ﾏｸﾞﾈｼｳﾑｲｵﾝ 24 フッ素 33 硫化水素(ﾀﾞﾑ) 

7 電気伝導度 16 ｶﾙｼｳﾑｲｵﾝ 25 銅 34 一般細菌 

8 全溶解性物質 17 ﾅﾄﾘｳﾑｲｵﾝ 26 6価ｸﾛﾑ 35 大腸菌 

9 全ｱﾙｶﾘ度 18 ｶﾘｳﾑｲｵﾝ 27 ｼｱﾝ化合物   
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表 7-7 水質分析結果 

水質項目 単位
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A. 物理的性状

1 臭気 - - - N.D. N.D. 植物類 N.D. N.D. N.D. N.D. 土類 植物類 土類 土類 土類 土類 土類 - N.D

2 味 - - - N.D. N.D. 植物類 塩類 石鹸類 石鹸類 石鹸類 石鹸類 塩類 土類 土類 土類 土類 土類 - 弱塩類

3 色度 TCU 15 30 10 10 12 10 10 10 10 10 10 40 45 45 45 45 47 8

4 ｐH - - 6.5-9.5 7.41 7.22 7.46 7.49 7.68 7.18 7.25 6.91 6.02 8.36 6.93 6.79 6.71 6.69 7.01 7.27

5 温度 ℃ - - 21.4 21.2 21.3 21.5 21.5 21.5 21.5 21.6 21.7 21.6 21.2 21.5 21.3 21.4 - 20.0

6 濁度 NTU 5 20 3.21 0.58 1.46 0.00 0.00 0.00 0.15 0.26 0.00 3.10 2.12 2.55 1.89 2.44 9.00 34.00

7 電気伝導度 uS/cm - - 178.8 208.3 205.4 1424.8 1705.5 1539.9 1334.9 1766.6 1737.8 503.7 290.4 219.1 167.3 193.6 - 194.0

8 全溶解性物質 mg/l 1000 1000 290.0 350.0 290.0 890.0 970.0 800.0 660.0 900.0 860.0 80.0 100.0 110.0 150.0 80.0 102.0 42.5

9 全ｱﾙｶﾘ度 mg/l - - 55 60 59 132 156 146 132 139 228 47 76 59 58 59 - 34

10 硝酸性窒素 mg/l 50 40 0.15 0.51 0.32 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.05 0.00 0.00 0.08 0.00 0.22 0.44

11 亜硝酸性窒素 mg/l 3 - 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.141 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.013 0.600

12 溶存酸素 mg/l - - 6.3 6.2 6.5 6.4 6.2 6.3 6.4 6.4 6.3 6.4 6.6 6.2 6.2 6.3 - 5.6

13 全硬度 mg/l - 300 70.2 54.3 213.3 95.5 75.0 137.1 114.7 139.5 42.0 40.7 - - - - 54.1 2.0

14 遊離炭酸 mg/l - - - 4.600

15 ﾏｸﾞﾈｼｳﾑｲｵﾝ mg/l - 30 5.5 4.4 43.4 7.3 5.9 15.6 10.7 12.9 2.5 4.5 - - - - 6.1 6.3

16 ｶﾙｼｳﾑｲｵﾝ mg/l - 70 19.1 14.5 13.9 26.2 20.3 29.2 28.3 34.6 12.7 8.9 - - - - 11.6 3.2

17 ﾅﾄﾘｳﾑｲｵﾝ mg/l 200 - 10.3 9.7 8.90 228.8 264.4 188.40 164.70 245.4 276.3 15.30 - - - - - 7.76

18 ｶﾘｳﾑｲｵﾝ mg/l - - 3.2 2.8 2.1 3.2 9.5 9.9 3.2 7.4 5.3 2.2 - - - - 2 4.9

19 Cloruros (Cl) 塩化物ｲｵﾝ mg/l 250 250 4.3 4.0 3.9 168.2 163.7 143.4 120.0 204.8 137.0 4.3 - - - - 7 14.8

20 重炭酸ｲｵﾝ mg/l - - 26.8 29.3 28.7 145.2 170.8 140.3 128.1 135.4 250.7 46.4 83.6 28.7 28.1 65.3 76 34.4

21 硫酸ｲｵﾝ mg/l - 200 51.1 22.8 300.2 399.8 483.1 370.9 306.4 446.9 399.1 40.2 230.0 175.0 189.6 212.8 2 6.0

22 全鉄 mg/l 0.3 0.8 0.75 0.15 0.68 0.09 0.00 0.02 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.29 0.42 1 1.70

23 ﾏﾝｶﾞﾝ mg/l 0.4 0.3 0.000 0.000 0.000 0.010 0.010 0.040 0.040 0.066 0.066 0.040 - - - - 0 0.040

24 フッ素 mg/l 1.5 - 3.27 0.37 0.28 0.43 0.54 0.39 0.57 0.58 0.57 0.27 - - - - - 3.40

25 銅 mg/l 2 1.5 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01 0 <0.01

26 ｸﾛﾑ mg/l 0.05 0.05 0.04 0.04 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 - - - - - <0.3

27 ｼｱﾝ化合物 mg/l 0.07 0 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.00 - N.D

28 ｶﾄﾞﾐｳﾑ mg/l 0.003 0.01 0.000 0.010 0.000 0.010 0.010 0.000 0.010 0.000 0.000 0.000 0.010 0.000 0.000 0.000 - <0.001

29 ヒ素 mg/l 0.01 0.05 <0.000
1
<0.000
1
<0.000
1
<0.000
1
<0.000
1
<0.000
1
<0.000
1
<0.000
1
<0.000
1
<0.000
1
- - - - - N.D

30 鉛 mg/l 0.01 0.05 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 - - 0.000 - - - - - - - <0.5

31 亜鉛 mg/l 3 - 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.02 <0.001

32 COD mg/l - - - - - - - - - - - 0.036 0.036 0.026 0.093 0.131 - -

33 硫化水素 mg/l 0.05 - - - - - - - - - - 0.45 0.46 0.44 0.85 0.41 - -

34 一般細菌 NMP/100ml - 0 30 4 14 0 0 0 2 0 23 2 3 5 2 2 >23

35 大腸菌 NMP/100ml 0 0 8 0 0 0 0 0 1 0 1 7 6 3 3 2 >23

A. 物理的性状

Olor

Sabor

Color

pH

Temperatura

Turbiedad

Conductividad

Solidos disueltos　totales

Alcalinidad Total

B．化学的性状

Nitratos, NO3

Nitritos, NO2

Oxigeno Disueltos

Dureza, Total (CaCO3)

Acido carbonico

Hierro total

Manganeso,Mn  HR

Magnesio (Mg)

Calcio (Ca)

Sodio (Na)

Potasio (K)

Bicarbonatos (HCO3)

Sulfatos (SO4)

Coliformes totales

Coliformes fecales

Cadmio

Arsenico

Plomo

Zinc

D.Q.O (COD)

Acido Sulfhidrico (H2S)

Fluoruros (F)

Cobre (Cu)

Cromo hexavalente (Cr
6+
)

Cianuros

 

 



水質分析の結果、測定項目のうち注目される事項を以下に述べる。 

 

【pH】 

水中の水素イオン濃度を表したものであり、ワキージャス市の井戸 PH7 が酸性、タウインダ

ム表面水でアルカリ性であったほかは、すべて中性に近い値を示した。井戸水の酸性について

は地質的要因が強く、ダム表面水については周辺地域からのアルカリ性物質の流入が主要因と

考えられる。 

 

【鉄】 

アレニージャス浄水場の流入点でやや高い鉄分が検出されている。緩速ろ過池出口では大部

分が除去されている一方で、急速ろ過池出口ではほとんど除去されていないことから、現状の

急速ろ過システム自体の機能に問題があるものと考えられる。 

 

【鉛】 

ワキージャス井戸 PH7 から「エ」国飲料水基準値を上回る値が検出されている。当井戸は建

設当初から味や臭気などにも問題があり、早急な代替水源の確保が求められている。 

 

【イオンバランス】 

 分析結果の精度を確認する目的で地下水の陽・陰イオン当量を比較したが、陽イオンの当量

が陰イオンを大きく上回っていることが確認された。この一般的な原因として、主成分に含ま

れる測定イオンの漏れ、又は分析精度の欠如が考えられることから、電気伝導度から溶存イオ

ン総量を推定することとした。  

一般の河川水・地下水では、溶存イオン総量の概略値は以下の式で想定できる。 

T(meq/ℓ) = 0.01 EC EC:電気伝導度(μS/cm) 

この結果、各井戸の想定溶存イオン総量は、ほぼ陰イオンに近い値が得られたことから、測

定精度は一定のレベルを確保されているものと考えられ、一般的な主成分以外の陽イオンが測

定されていないことが上記の原因と推定できる。 

 

【地下水濃度からの水質区分】 

水質分析結果から得られた主要イオンの計測値をイオン濃度に換算し、スティフダイヤグラム

を図 7-1 に示した。各井戸とも基本的に同様の傾向を示し、Na-SO 型に近い地下水であること

が確認された。 

 

【地下水組成からの水質区分】 

上記のスティフダイヤグラムに加え、地下水組成からの水質区分を示すパイパーダイヤグラ

ムを図 7-2 に示した。同ダイヤグラムのキーダイヤグラムから、全ての既存井は「アルカリ

非炭酸塩(Na2 SO4型)」の領域に属していることが確認された。 
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図 7-1 主な既存井戸のスティフダイヤグラム 

 

 

 

 

 

 

 

 

 M

 

 

 

Site: ﾜｷｰｼﾞｬｽ井戸 PH6 ID No. E

Fe CO3

SO4

HCO3

ClNa+K

Ca

Mg

15 10 5 0 5 10 15
←Cation (meq/l)　　　　　　　　　　Anion (meq/l)→

Site: ﾜｷｰｼﾞｬｽ井戸 PH2 ID No. 0

Fe CO3

SO4

HCO3

ClNa+K

Ca

Mg

15 10 5 0 5 10 15
←Cation (meq/l)　　　　　　　　　　Anion (meq/l)→

Site: ﾜｷｰｼﾞｬｽ井戸 PH7 ID No. F

Mg

Ca

Na+K Cl

HCO3

SO4

CO3Fe

15 10 5 0 5 10 15
←Cation (meq/l)　　　　　　　　　　Anion (meq/l)→

Site: ﾜｷｰｼﾞｬｽ井戸 PH1 ID No. G

Fe CO3

SO4

HCO3

ClNa+K

Ca

Mg

15 10 5 0 5 10 15
←Cation (meq/l)　　　　　　　　　　Anion (meq/l)→

100 80 60 40 20 0
Ca

0

20

40

60

80

100

Na+K

0

20

40

60

80

100

g

0 20 40 60 80 100
Cl

100

80

60

40

20

0

SO
4 + NO

3

100

80

60

40

20

0

HC
O 3

+C
O 3

D
E

F
G

HI

80

60

40

2020

40

60

80

Bi
ca

rb
on

at
e 

(H
CO

3
)

Calcium
 (Ca) + M

agnesium
 (M

g)

Su
lfa

te
 (S

O 4
) +

 N
itr

at
o 

(N
O 3

) +
 C

hl
or

id
e 

(C
l)

Sodium
 (Na) + Potassium

 (K)

記号  水源名 

D:    ﾁｬｸﾗｽ井戸 

E:    PH6 

F:    PH7 

G:    PH1 

H:    PH2 

I:     PH3 

図 7-2 既存井戸のパイパーダイヤグラム 
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表 7-8 水質分析結果 
井戸 陽イオン(meq/ℓ) 陰イオン(meq/㍑) 電気伝導度 

(μS/cm) 

イオン総量

(meq/㍑) 

Na+ 11.501 Cl- 4.617

K+ 0.243 NO3
- 0.000

Ca2+ 1.103 SO4
2- 10.059

Mg2+ 0.485 HCO3
- 2.799

  ワキージャス 

PH1 

Σ 13.242 Σ 17.475 1705.5 17.055 

Na+ 10.675 Cl- 5.777

K+ 0.189 NO3
- 0.000

Ca2+ 1.727 SO4
2- 9.305

Mg2+ 1.061 HCO3
- 2.219

  ワキージャス 

PH6 

Σ 13.652 Σ 17.301 1766.6 17.666 

Na+ 12.019 Cl- 3.864

K+ 0.136 NO3
- 0.000

Ca2+ 0.634 SO4
2- 8.310

Mg2+ 0.206 HCO3
- 4.109

  ワキージャス 

PH7 

Σ 12.995 Σ 16.283 1737.8 17.378 

 

② タウインダムの水質 

タウインダム湛水域の４区の水質試験がマチャラ工科大学で実施されており、調査実施時期

の 1999 年 2 月～5月は多雨期で、その期間中は余水吐から溢流の状態であった。分析の結果は

表 7-9 である。藻類数は乾季よりも雨期のほうが少ないのが一般的なので、乾季には藻類がよ

り多い可能性が高い。 

表 7-9 タウインダムの水質 

湛水区域

単位 zone A zone B zpneC zpneD

項目 表層 中層 下層 表層 中層 下層 表層 中層 下層 表層 中層 下層

NITRITO ppm 0.010 0.009 0.013 0.012 0.010 0.012 0.017 0.025 0.028 0.018 0.014 0.012
FOSFATO ppm 0.86 0.77 1.20 1.17 2.10 2.11 1.33 1.62 2.74 0.83 0.84 3.01
植物性ﾌﾟﾗﾝｸﾄﾝ cel/ml 2,798 2,600 2,335 1,494 540 149 806 420 357 2,217 990 617
動物性ﾌﾟﾗﾝｸﾄﾝ org/lt 85 98 83 110 125 140 158 155 128 167 103 220

カイアシ類 org/lt 0 0 0 3 0 0 3 3 0 0 3
輪むし類 org/lt 3 3 25 18 8 3 43 10 0 5 5 140
原生動物類 org/lt 85 95 58 90 118 138 113 143 128 163 95 1,620

緑藻類 cel/ml 510 463 640 328 129 32 296 149 97 591 295 321
藍藻類 cel/ml 846 633 306 905 283 70 138 99 70 614 147 47
珪藻類 cel/ml 1,364 1,315 1,125 180 72 24 267 90 120 942 464 191
Pirrophytas cel/ml 71 140 238 67 45 14 104 76 64 74 71 56
Euglenophytas cel/ml 5 54 25 26 11 10 2 7 5 1 13 3

O2（溶存酸素） mg/l 5.9 4.1 2.9 5.5 4.0 2.7 5.8 3.4 2.6 7.7 6.1 3.5
水温 ℃ 29.3 26.5 25.7 29.6 26.4 25.9 29.7 26.5 25.7 28.7 26.3 25.6
ｐH ー 7.6 7.3 7.1 7.5 6.9 6.8 7.5 7.0 6.8 7.7 7.0 6.9
濁度(ｾｯｷ円板法） m 2.00 - - 1.9 - - 2.0 - - 1.8 - -

★（原語(西語）ー日本語対照表：正否は不明） ★上記数値は下記8回の調査値の平均値。 ★表層：水面
NITRITO 窒素 ★調査年月日 ★中層：水面下１０ｍ
FOSFATO りん 1999年 2月8日 ★下層：水面下２０ｍ（底）
植物性ﾌﾟﾗﾝｸﾄﾝ fitoplankton 2月22日
動物性ﾌﾟﾗﾝｸﾄﾝ zooplankton 3月8日 ★ZONE分けは流入河川別である。
カイアシ類 COPEPODOS 3月22日
輪むし類 ROTIFEROS 4月5日
原生動物 clase protozoarios 4月19日 ★濁度は透視度のこと。
緑藻類 chlorophytas 5月3日
藍藻類 cianophytas 5月17日
珪藻類 chrisophytas
Pirrophytas ？
Euglenophytas ？ ★上記期間は洪水期で、ずっと余水吐きから溢流していた。

0
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③ アレニージャス川水質 

アレニージャス川の水質の状況は表 7-10 に示す通りである。水質は下流に行くほど原水水質

が良化しており、このことより水質の良い下流部での取水を行う代替案について検討すること

とする。 

 

表 7-10 アレニージャス川の水質 

採水地点

採水日 ダム流入水 タウインダム湖畔タウインダム
放流点直
下流

ディナ農
場

農業用水
路

項目 年／月／日
（本川：ｱﾚ
ﾆｰｼﾞｬｽ川）

水深１
ｍ

水深10m 水深１ｍ
水深１5
ｍ

pH 2003/11/12 7.45 ー 7.33 ー 7.93 7.41 7.00 7.17
mg/l 2004/02/12 7.53 7.30 ー 8.03 ー 7.50 7.03 7.19

2004/02/25 7.40 7.50 ー 8.00 ー 7.56 7.10 7.25
2004/03/02 7.30 7.10 ー 7.95 ー 7.46 7.08 7.15
平均値 7.42 7.30 7.33 7.99 7.93 7.48 7.05 7.19
最大値 7.53 7.50 7.33 8.03 7.93 7.56 7.10 7.25

N-NH4 2003/11/12 0.00 ー 0.65 ー 0.82 0.00 0.00 0.00
mg/l 2004/02/12 0.17 0.70 0.85 0.10 0.12 0.79 0.17 0.05

2004/02/25 0.42 0.04 0.65 0.11 0.72 1.11 0.37 0.26
2004/03/02 0.10 0.10 0.59 0.09 1.00 0.89 0.21 0.05
平均値 0.17 0.28 0.69 0.10 0.67 0.70 0.19 0.09
最大値 0.42 0.70 0.85 0.11 1.00 1.11 0.37 0.26

P-PO4 2003/11/12 0.30 ー 0.10 ー 0.10 0.70 0.20 0.20
mg/l 2004/02/12 0.60 0.10 0.10 0.20 0.60 0.20 0.30 0.40

2004/02/25 14.80 0.90 1.40 0.90 0.70 1.90 1.70 1.50
2004/03/02 0.40 0.80 1.40 0.80 0.70 0.80 1.30 0.60
平均値 4.03 0.60 0.75 0.63 0.53 0.90 0.88 0.68
最大値 14.80 0.90 1.40 0.90 0.70 1.90 1.70 1.50

total　Fe 2003/11/12 0.25 - 0.54 ー 0.49 0.40 0.29 0.19
mg/l 2004/02/12 0.33 1.01 0.46 0.21 0.25 1.32 1.15 0.96

2004/02/25 2.13 0.16 1.25 0.13 0.99 1.50 1.24 0.98
2004/03/02 0.23 0.13 1.14 0.14 1.38 1.21 1.20 0.83
平均値 0.74 0.43 0.85 0.16 0.78 1.11 0.97 0.74
最大値 2.13 1.01 1.25 0.21 1.38 1.50 1.24 0.98

Mｎ+2 2003/11/12 0.20 ー 0.34 ー 0.34 0.34 0.12 0.18
mg/l 2004/02/12 0.36 0.88 0.54 0.55 0.56 0.61 0.42 0.42

2004/02/25 4.70 0.45 0.83 0.47 0.61 0.92 0.61 0.51
2004/03/02 0.27 0.43 0.82 0.40 0.72 0.66 0.67 0.31
平均値 1.38 0.59 0.63 0.47 0.56 0.63 0.45 0.35
最大値 4.70 0.88 0.83 0.55 0.72 0.92 0.67 0.51

Ca+2 2003/11/12 46.00 ー 11.70 ー 12.50 33.00 73.00 42.00
mg/l 2004/02/12 21.00 20.00 28.00 18.00 12.00 26.00 28.00 27.00

2004/02/25 16.00 10.00 15.00 5.00 10.00 13.00 18.00 24.00
2004/03/02 27.00 9.00 47.00 11.00 17.00 11.00 10.00 14.00
平均値 27.50 13.00 25.43 11.33 12.88 20.75 32.25 26.75
最大値 46.00 20.00 47.00 18.00 17.00 33.00 73.00 42.00

SS 2003/11/12 17.00 - 21.00 ー 8.00 4.00 5.00 2.00
mg/l 2004/02/12 17.00 35.00 23.00 15.00 9.00 5.00 7.00 5.00

2004/02/25 23.00 48.00 30.00 20.00 9.00 9.00 8.00 8.00
2004/03/02 15.00 25.00 39.00 14.00 10.00 5.00 6.00 4.00
平均値 18.00 36.00 28.25 16.33 9.00 5.75 6.50 4.75
最大値 23.00 48.00 39.00 20.00 10.00 9.00 8.00 8.00

採水地点：左から右へは上流から下流を示している。
ダム流入水：いくつかの河川の内、本川のみの値を記した。
ディナ農場はダムと既存浄水場の中間点.  
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7.6 地方水道公社について 

両市は独自に水道公社による水道事業を実施する計画を立案していたが、水源が同じであるこ

と等から両市共同での水道公社設立が中央政府より指示され、両市は合意した経緯がある。 

 

(1) 2004 年 6 月 2 日両市公社設立の合意事項 

水道公社Empresa Municipal Regional de Agua Potable de Arenillas y Huaquillas (EMRAPAH)

設立に関する両市合意事項の概要は以下の通りである。 

 

①理事会 Directorio について 

理事会の構成員は両市長（交互に理事会長 Presidente を担当する）、各市議会から議員１

名、各市議会から技術者議員 1名、オロ県開発公社総裁で構成される。各理事の任期は、市

長はその任期中である。理事長は1年ごとに両市で交代する。他の理事の任期も1年である。 

定例理事会は毎月 1回、臨時理事会は過半数の理事の申請により開催できる。理事会議に

は総裁及び書記も参加する。理事会の役割として本合意事項の実行、公社の経営方針の策定、

上水システム計画の承認、料金設計の承認、予算の承認、経営状況の評価などである。なお、

水道料金などの設定には両市議会の承認が必要である。 

 

②理事会長 Presidente del Directorio について 

両市の市長が交代で一年毎に担当する。業務は理事会議の招集などである。理事会メンバ

ーは両市対等の条件である。理事会が賛否同数の場合は、理事会長が最終決定を行う。 

 

③書記 Secretario について 

理事会が任命した書記 Secretario は理事会議に出席し議事録作成などを担当する。 

 

④総裁 Gerente General について 

総裁は理事会により任命され、任期は 2年である。営業成績が良ければ再任も可能である。

総裁は大卒資格、上水道業務の経験が 3年以上、両市どちらかの在住者でなければならない。

総裁又はその代理人には理事会議での議決権はないが発言できる資格があり理事会議に参

加する。公社の経営は総裁 Gerente General が行い、職員を任命又は解任できる。 

 

⑤公社の収入源について 

水道料金収入、電話 10％税、維持管理料、水道利用料、接続料、上水処理料、資材販売

料、第三者からの謝礼金、各種補助金などがある。 

 





murakamit



murakamit


	資料
	4. 討議議事録（M/D）-1
	(2) 基本設計概要説明時(1年次）
	(3) 第2次現地調査時
	(4) 基本設計概要説明時(2年次）

	5.	事業事前評価表（基本設計時
	6.	参考資料／入手資料リスト
	7.	参考資料 
	7.1 ワキージャス・アレニージャス両市の社会状況
	7.2 ワキージャス・アレニージャス両市役所の体制
	7.3 ワキージャス・アレニージャス両市の住民意識と市役所の対応
	7.4 ワキージャス・アレニージャス両市の水利用実態について
	7.5 水質分析結果
	7.6 地方水道公社について
	7.7 浄水場予定地地質調査結果





